
世
界
的
な
社
会
要
請
の
高
ま
り

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー︵
循
環
経
済
︶の
基

本
的
な
考
え
方
の
₁
つ
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ

イ
ク
ル
が
あ
る
。
消
費
さ
れ
た
製
品
を
資
源
と
し
て

新
た
に
同
じ
製
品
を
製
造
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
概
念

で
あ
る
。
資
源
の
流
れ
が
「
閉
じ
た
輪
」
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
い

ま
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池︵
Ｌ
Ｉ
Ｂ
︶の
ク
ロ

ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
社
会
要
請
が

世
界
的
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｂ
は
蓄
電
池
の
一
種
で
、
他
の
蓄
電
池
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
く
、
当
面
、
電
気
自
動
車

︵
Ｅ
Ｖ
︶向
け
車
載
用
蓄
電
池
と
し
て
需
要
が
急
速
に

拡
大
し
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｂ
に
は
リ
チ

ウ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
な
ど
数
種
類
の
レ
ア

メ
タ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
市
場
は
も
と

も
と
大
き
く
な
く
、
急
速
な
需
要
の
拡
大
に
供
給
が

対
応
で
き
ず
、
各
国
の
電
池
メ
ー
カ
ー
は
そ
の
原
料

の
調
達
に
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ︵
国
際

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
︶の
見
通
し
に
よ
る
と
、
２
₀
₄

₀
年
の
需
要
量
は
２
₀
２
₀
年
比
で
リ
チ
ウ
ム
が
約

13
倍
、
ニ
ッ
ケ
ル
や
コ
バ
ル
ト
は
約
₆
倍
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
埋
蔵
量
・
生
産

量
・
製
錬
量
と
も
に
特
定
の
国
に
偏
在
す
る
傾
向
が

あ
り
、
そ
の
中
に
は
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
あ
る
国

が
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
レ
ア
メ
タ

ル
の
供
給
に
は
、
量
・
価
格
・
持
続
性
の
リ
ス
ク
だ

け
で
な
く
「
責
任
あ
る
調
達
」
の
リ
ス
ク
も
存
在
し

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
へ
の
対
策
と
し
て
各
国
政
府
は

政
策
を
打
ち
出
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
よ
っ
て

資
源
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
欧
州
は
、

２
₀
２
₀
年
に
既
存
の
電
池
指
令
に
代
わ
る
新
た
な

電
池
規
則
を
提
案
し
た
。「
規
則
」
は
「
指
令
」
と

異
な
り
、
加
盟
国
に
強
制
適
用
さ
れ
る
強
力
な
政
策

で
あ
る
。
本
規
則
案
は
Ｅ
Ｖ
の
普
及
を
念
頭
に
、
電

池
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
持
続
可
能
性
を
強
化
し
、

資
源
の
循
環
性
を
迅
速
に
高
め
る
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
図
表
２
の
よ
う
に
、
欧
州
域

内
で
の
電
池
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
を

段
階
的
に
進
め
る
工
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
ま
だ
欧
州
の
よ
う
な
政
策
は
打
ち
出
さ

れ
て
い
な
い
が
、
政
府
が
開
い
た
経
済
安
全
保
障
法

制
に
関
す
る
有
識
者
会
議
に
お
い
て
、
安
定
供
給
を

確
保
す
る
「
特
定
重
要
物
資
」
の
候
補
と
し
て
提
示

さ
れ
た
11
分
野
に
、
蓄
電
池
が
半
導
体
と
並
ん
で
入

っ
て
い
る
。
特
定
重
要
物
資
に
指
定
さ
れ
た
場
合
は
、

設
備
投
資
・
技
術
開
発
・
備
蓄
な
ど
の
幅
広
い
支
援

を
政
府
が
講
ず
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
へ

　

私
た
ち
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ
は
、
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

な
ど
の
複
合
物
を
破
砕
選
別
し
、
単
一
素
材
と
し
て

回
収
す
る
こ
と
を
強
み
と
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
企
業
エ

ン
ビ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
。
電
池
の
製

造
工
程
か
ら
発
生
す
る
仕
掛
品
や
端
材
、
市
中
か
ら

回
収
さ
れ
る
廃
電
池
を
受
け
入
れ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ス︵
Ｂ
Ｍ
︶と
い
う
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
程
に
お
け

る
一
次
加
工
品
を
製
造
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｍ
は
、
電
解

質
や
活
物
質
由
来
の
リ
チ
ウ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ

ル
ト
等
の
濃
縮
か
す
で
、
見
た
目
に
は
黒
い
砂
の
よ

Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ
社
長

今いまい
井
健けんた
太

レ
ア
メ
タ
ル
資
源
循
環
の
確
立

│
電
池
to
電
池
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
に
向
け
て
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う
な
も
の
で
あ
る
。
製
錬
会
社
は
Ｂ
Ｍ
か
ら
高
純
度

の
レ
ア
メ
タ
ル
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
原
料
と
し
て
前

駆
体
が
製
造
さ
れ
る
。
こ
の
流
れ
を
一
貫
し
て
行
う

リ
サ
イ
ク
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
電
池
業
界
と
し

て
構
築
す
る
。
そ
れ
が
電
池
to
電
池
の
ク
ロ
ー
ズ

ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
し
、
社
会
要
請
に
応

え
る
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。

　

私
た
ち
は
、
図
表
３
に
あ
る
①
の
工
程
の
事
業
化

に
成
功
し
て
お
り
、回
収
し
た
Ｂ
Ｍ
を
海
外
に
販
売
し

て
い
る
。
理
由
は
②
の
工
程
を
担
う
存
在
が
国
内
に

な
い
た
め
で
あ
る
。そ
の
た
め
、
①
か
ら
③
ま
で
の
全

て
の
工
程
を
一
貫
し
て
行
う
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
計
画
し
て
い
る
。計
画
の
実
現
に
向
け
、私

た
ち
は
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
重
要
と

さ
れ
て
い
る「
共
創
を
軸
と
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

を
模
索
し
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
と
共
同
で
、
事
業
化

を
前
提
と
し
た
湿
式
製
錬
技
術
の
開
発
に
着
手
し
た
。

こ
れ
は
①
の
工
程
と
②
の
工
程
を
統
合
す
る
試
み
で

あ
る
。
最
終
的
に
は
③
の
工
程
ま
で
事
業
を
拡
大
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず
は
Ｂ
Ｍ
か
ら
レ
ア
メ

タ
ル
を
高
効
率
で
回
収
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
確

立
に
よ
り
、
電
池
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
に
な
れ
る
よ
う
邁
進
し
て
い
く
。

効
率
的
で
低
炭
素
な
流
通
網
を
構
築
す
る

　

電
池
リ
サ
イ
ク
ル
由
来
の
レ
ア
メ
タ
ル
を
安
定
的

に
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
広
域
的
に

資
源
物
を
回
収
し
て
効
率
よ
く
製
錬
工
場
に
Ｂ
Ｍ
を

供
給
す
る
流
通
網
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
構
築
が
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
私
た
ち
の
第
一
義
的
な

役
割
・
期
待
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
流
通
網

は
低
炭
素
で
も
あ
る
べ
き
だ
。
私
た
ち
の
工
場
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電
力
で
稼
働
し
て
お

り
、
熱
を
使
う
一
部
の
処
理
も
低
炭
素
に
切
り
替
え

る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
低
炭
素
で
稼
働
す
る
Ｂ
Ｍ

製
造
工
場
を
、
回
収
拠
点
と
し
て
電
池
工
場
な
ど
の

資
源
物
発
生
源
近
く
に
多

拠
点
展
開
し
、
Ｂ
Ｍ
の
供

給
先
を
製
錬
工
場
に
集
約

す
る
の
が
具
体
的
な
実
現

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
今
あ

る
私
た
ち
の
拠
点
は
静
岡

県
内
に
２
つ
だ
が
、
今
後

は
国
内
に
Ｂ
Ｍ
製
造
工
場

を
新
設
し
て
い
く
。
将
来

的
に
は
電
池
メ
ー
カ
ー
と

共
に
海
外
進
出
す
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

レ
ア
メ
タ
ル
の
資
源
循

環
を
確
立
し
持
続
可
能
な

未
来
を
作
る
会
社
、
私
た

ち
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｔ
Ａ
に
今
後
と

も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

製錬

チリ

アルゼンチン

中国

埋
蔵

生
産

製
錬

チリ

輸入
（日本）

埋
蔵

生
産

製
錬

輸入
（日本）

埋
蔵

生
産

製
錬

輸入
（日本）

チリ 豪州

アルゼンチン

その他

リチウム

【計】1700万t

豪州

【計】7.7万t

中国

その他

中国

【計】炭酸Li 4千トン

中国 チリ その他

【計】不明

中国 米国 その他

【計】水酸化Li 4千トン

【計】8900万t

【計】259万t

【計】Ni輸入 28万t

【計】不明

【計】700万t

【計】14万t

【計】マット・塊 9千t

【計】不明

ニッケル コバルト

インドネシア

ブラジル

インドネシア

フィリピン ロシア

その他

中国

インドネシア

インドネシア

日本

その他

フィリピン

Nカレドニア

豪州 その他

豪州 その他 DRコンゴ 豪州

キューバ

フィリピン

DRコンゴ

ロシア

豪州 フィリピン

その他

その他

中国

フィンランド ベルギー

その他

フィンランド カナダ

ザンビア

その他

図表１　LIB用レアメタルのサプライチェーン

出所：経済産業省「蓄電池産業戦略」
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/joho/conference/
battery_strategy/battery_saisyu_torimatome.pdf

時期 内容

2023年～ 事業者に対する電池回収義務

2025年～ リサイクル業者に対する一定水準以上の資源回収率要求

2027年～ 電池製造時のリサイクル材料の使用量開示義務

2030年～

電池製造時に一定以上のリサイクル材料の使用義務
使用割合の最低値の導入：
リチウム４%、ニッケル４%、コバルト20%、鉛85%
（2030年～）
リチウム10%、ニッケル12%、コバルト20%、鉛85%
（2035年～）

図表２　欧州電池規則提案内容

図表３　電池 to電池のクローズドループの工程
BMを回収する前処理工程

（放電・乾燥・破砕・選別等）①

回収されたBMから高純度の金属を抽出する製錬工程
（硫酸ニッケル、硫酸コバルト等）②

高純度の金属を電池活物質用原料へ加工する
前駆体製造工程③
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